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“ 姿なき台風” の脅威
集中豪雨にご注意を

梅
雨
時
、
と
く
に

梅
雨
末
期
の
日
本
列

島
は
集
中
豪
雨
の
恐

怖
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

気
象
庁
で
は
昭
和
四

三
年
か
ら
そ
の
ナ
ソ

の
解
明
に
挑
ん
で
い

ま
す
が
い
つ
、
ど
こ

で
、
ど
れ
だ
け
の
雨

が
降
る
か
、
な
ぜ
こ

ん
な
現
象
が
起
き
る
の
か
ま
だ
は
っ
き

り
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

気
象
庁
が
今
ま
で
に
記
録
し
た
集
中

豪
雨
一
日
の
最
大
雨
量
は
、
昭
和
三
二

年
に
長
崎
県
諫
早
市
で
記
録
し
た
一
、

一
〇
九
・
ニ
ミ
リ
と
い
う
驚
異
的
な
も

の
で
、
こ
の
雨
量
は
畳
二
枚
に
対
し
て

何
と
ド
ラ
ム
缶
約
一
八
本
分
の
雨
が
降

っ
た
勘
定
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
記
録
的
な
雨
を
降

ら
せ
た
場
所
か
ら
わ
ず
か
七
〇
キ
ロ
南

の
所
で
は
、
五
六
ミ
リ
し
か
降
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

普
通
の
雨
は
帯
状
に
な
っ
て
広
範
囲

に
降
り
ま
す
が
、
集
中
豪
雨
の
場
合
は

直
径
一
〇
キ
ロ
か
ら
せ
い
ぜ
い
数
一
〇

キ
ロ
ま
で
で
、
短
時
間
に
大
量
の
雨
が

降
り
ま
す
。
集
中
豪
雨
の
こ
わ
さ
は
こ

の
点
で
あ
り

”姿
な
き
台
風
”
と
い
わ

れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。

予
想
が
困
難
な
集
中
豪
雨

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
局
地
的
降
雨
現
象

が
起
き
る
の
か
、
ま
だ
決
定
的
な
こ
と

は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

空
一
面
に
雲
が
広
が
り
、
し
と
し
と

と
雨
が
降
っ
て
い
る
と
き
に
、
急
に
空

が
暗
く
な
り
、
大
粒
の
雨
が
激
し
く
降

っ
て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

地
上
か
ら
で
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
雲
の

上
に
積
乱
雲
が
、
も
く
も
く
と
超
高
層

ビ
ル
の
よ
う
に
突
き
出
し
て
お
り
、
そ

の
巨
大
な
雲
の
下
の
地
域
が
集
中
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
で
す
。

気
流
の
複
雑
な
変
化
が
集
中
的
な
豪

雨
を
も
た
ら
す
の
で
す
が
、
こ
う
し
た

犬
気
の
状
態
を
天
気
図
に
描
き
出
す
の

は
難
し
く
、
台
風
の
よ
う
に
予
想
す
る

こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
す
。
し
か
も

統
計
的
に
集
中
豪
雨
は
夜
間
や
早
朝
に

発
生
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
注
意
が
必
要
で
す
。

向津具公民館向津具農協 起 工 式
向津具農協と油谷町向津具公民館の新築工事は、長門市

中原土建（株）が1 億4, 700 万円で落札し、過る6 月1 日
現地で起行式が行われた。
設計によると、この建物は鉄筋2 階建で、1 階 が向津具

農協、建築面積493 平 方メートルで事務室、待合せ室、小
会議室等が設けられます。2 階が向津具公民館で建築面積
534平方 メートル。150人収容の研修室、図書室、調理実習
室、16, 5㎡ （10畳 ）と24. 75㎡（15 畳 ）の和室等、多目的
に利用できるよう考えられており、この公民館は向津具支
所と渡り廊下で結ばれることになっている。
工期は、11月30日までに建物本体を、また駐車場など付

属設備を含めた工事全体の完成は来年1 月31日までとなっ
ている。

ご
存
知
で
す
か

設
備
貨
与
制
度

山
口
県
中
小
企
業
設
備
貸
与
協
会

企
業
が
設
備
を
近
代
化
し
よ
う
と
す

る
場
合
、
そ
の
資
金
を
自
己
調
達
す
る

こ
と
が
、
む
つ
か
し
い
企
業
に
対
し
て

希
望
す
る
設
備
を
協
会
が
代
っ
て
購
入

し
、
そ
の
設
備
を
企
業
に
貸
与
す
る
も

の
で
す
。

企
業
は
、
設
備
の
代
金
を
長
期
、
低

利
の
割
賦
方
式
で
協
会
に
支
払
い
、
完

済
す
れ
ば
、
そ
の
設
備
は
企
業
に
譲
渡

さ
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
貸
与
を
う
け
ら
れ
る
企
業
》

日
　
常
雇
の
従
業
員
数
が
、
原
則
と
し

て
二
〇
人
以
下
（
卸
・
小
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
五
人
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

口
　
過
去
二
事
業
年
度
の
平
均
純
利
益

が
一
、
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
こ
と
。

日
　
同
一
年
度
に
お
い
て
、
県
が
行
う

設
備
近
代
化
資
金
の
貸
与
を
受
け
て

な
く
、
中
小
企
業
近
代
化
資
金
等
助

成
法
の
貸
与
対
象
業
種
に
属
す
る
企

業
で
あ
る
こ
と
。

（
貸
与
の
対
象
と
な
る
場
所
〉

業
種
に
よ
っ
て
設
備
が
指
定
さ
れ
て

い
る
が
、
設
備
は
新
品
で
、
設
備
の
価

格
は
合
計
で
二
〇
万
円
以
上
一
、
二
〇

〇
万
円
以
下
の
も
の
。

（
貸
与
期
間
、
貸
与
料
〉

四
年
六
か
月
以
内
で
、
設
備
の
代
金

は
引
渡
し
て
か
ら
半
年
目
に
第
一
回
、

そ
の
後
三
か
月
毎
に
一
七
回
の
割
賦
（

四
年
半
）
で
支
払
う
こ
と
。

（
申
込
み
の
手
続
き
）

設
備
貸
与
申
込
書
は
、
商
工
会
、
役

場
商
工
水
産
課
に
あ
り
ま
す
か
ら
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

少
な
い
負
担
で

あ
な
た
の
生
活
を
守
る

中
小
企
業
労
働
者
共
済

油
谷
町
中
小
企
業
労
働
者
共
済
会
で

は
、
契
約
更
新
時
期
に
入
る
た
め
、
た

だ
今
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
共
済
会
は
中
小
企
業
に
働
く
人

々
の
安
定
し
た
豊
か
な
生
活
を
築
く
た

め
、
町
の
福
祉
対
策
の
一
つ
と
し
て
行

っ
て
い
る
事
業
で
す
。
有
利
な
制
度
に

事
業
所
ぐ
る
み
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

一
、
共
済
掛
金

月
額
一
人
一
口
　
四
〇
〇
円

（
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま
す
）

二
、
給
付
内
容

労
働
災
害
、
交
通
事
故
死
亡
の
場

合
二
〇
〇
万
円
、
普
通
死
亡
一
〇

〇
万
円
、
そ
の
他
住
宅
災
害
等
い

ろ
い
ろ
な
給
付
が
セ
ッ
ト
し
て
あ

り
ま
す
。

そ
の
他
会
員
に
は
生
活
資
金
等
の
貸

付
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
油

谷
町
商
工
会
又
は
役
場
商
工
水
産
課
へ

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち

は
保
健
婦
で
す

貧
血
に
な
ら
な
い
た
め
に

や
せ
た
り
太
っ
た
り
す
る
こ
と
を
気

に
す
る
人
は
多
い
よ
う
で
す
が
、
自
分

が
貧
血
か
貧
血
で
な
い
か
気
付
い
て
い

る
人
は
少
い
よ
う
で
す
。

貧
血
と
は
、
血
液
の
量
が
少
な
い
と

い
う
の
で
は
な
く
、
血
液
中
の
赤
血
球

又
は
、
血
色
素
が
非
常
に
減
少
し
た
場

合
を
い
い
ま
す
。
即
ち
血
液
の
赤
い
色

が
薄
く
な
る
こ
と
で
す
。

貧
血
出
現
の
傾
向
は
、
冬
よ
り
も
夏

漁
村
よ
り
も
農
村
に
、
男
性
よ
り
も
女

性
が
…
…
。
特
に
3
0～
4
0才
代
の
主
婦

に
多
い
こ
と
が
、
調
査
結
果
か
ら
出
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
貧
血
の
食
事
対
策

に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を

と
る
こ
と
。

②
鉄
分
の
多
く
含
ま
れ

た
食
品
（
肝
臓
・
に
ん
じ
ん
・
こ
ん
ぶ

ひ
じ
き
等
）
を
積
極
的
に
と
る
こ
と
。

③
蛋
白
質
（
肉
・
魚
・
卵
・
牛
乳
等

）
を
十
分
に
と
る
。

④
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

（
果
物
・
野
菜
等
）
を
十
分
に
と
る
。

⑤
規
則
正
し
い
食
事
と
、
適
度
の
運

動
で
胃
腸
の
働
き

を
よ
く
す
る
よ
う

に
。大

事
な
こ
と
は

自
分
だ
け
で
す
ま

せ
る
食
事
に
手
を

省
か
な
い
よ
う
に

一
食
一
食
を
大
切

に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
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